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人生は、一度きり　
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『非行』と『犯罪』について、これまであまり考えたことがありませんでしたが、何が違うのか、どうしたらなくすことができるのか、考えてみました。

　『非行』は「人として守るべき道を外れた行い」を指しています。誰もが最初から道を外れようとしている訳ではありません。一人でも多くの仲間が非行に走らないために、僕は四つの「もつ」が必要だと考えました。

　一つ目は、「良い仲間を“もつ”」ことです。自分が誤った道に進んでしまいそうな時、止めてくれるそんな「良い仲間」をもつことです。仲間に相談することで、自分の気持ちを相談したり、理解してもらったりでき、気持ちが楽になると思います。そして、自分自身を客観的に見ることができるようになると思います。

　二つ目は、「強い意志を“もつ”こと」です。自分自身が強い意志をもつことで、守るべき道を外れるような誘いがあっても、断ることができます。自分がその誘いに流されるようなことがなくなるのです。また、流されてしまいそうになっている身近な友達も止めることができるのではないかと思います。強い意志は、自分自身や周りの友達を守ることができると考えます。

　三つ目は、「ノーと伝える力を“もつ”こと」です。強い意志をもっていても、断ることができなければいけません。例えば、自分より年上の人や力の強そうな人から、たばこや危険ドラックを勧められた時、「いりません」と断る強さが必要です。それでも、押しつけてくる場合は、そこから逃げる勇気が必要です。たばこや危険ドラックによって、自分の身体や将来を犠牲にすることはできません。だから、勇気をもって言葉で伝えたり、逃げたりすることで、「ノー」と伝えることができる自分でいなければならないと思います。

　そして最後は「自分の居場所を“もつ”こと」です。嫌なことや辛いことがあった時、心を落ち着かせることができる場所があると自分の気持ちを整理することができます。自分の行動を振り返り、判断することで、誤った道に進むことを防げるのではないかと思います。

　『非行』をしないためには、これらの四つをもち、強い気持ちで行動したり、客観的に自分を見たりすることが大切です。これには、「今の自分」にもできることがあります。僕たちは少しずつ大人へと近づいています。これらを理解し、実行することができたら、道を誤らず、素直に大人への道を歩き続けることができると思います。

　次に『犯罪』です。『犯罪』は「世の中を乱して法律に背く行為」です。こういった行為をしないために、「周りの人への感謝の気持ちを忘れないようにすること」が大切です。家族や友達、周りの人に対する感謝の気持ちを忘れなければ、人に迷惑をかける『犯罪行為』に手を染めることはなくなると思います。それに、「大切な人たちを悲しませるようなことをしてはいけない」と自分を止められるのではないでしょうか。

　また、「自分の身を守るルールを作ること」も大切です。『犯罪』に手を染めてしまう人の心情には「スリルを味わいたい」「盗んだものを売り飛ばし、自分の利益にしよう」というものがあります。しかし、今はそれだけでなく、「ネット犯罪」というものもあり、インターネット上に写真や個人情報を流す犯罪もあります。つまり、「愉快だから」という心情もあるということです。インターネットや携帯電話など、便利なものほど危険があることを、僕たちは忘れてはいけません。これらを利用する時には、家族と相談して自分たちの身を守るルールを作ることが効果的だと思います。

　僕は、『非行』や『犯罪』に手を染める人が一番悪いと思います。しかし、そういった道に流されてしまうような環境をつくってしまった周囲にも多少の責任があると思います。『非行』や『犯罪』はどんな形であれ、許されることではありませんが、その人だけの責任ではないのです。社会には、力の強い人、心の弱い人、いろんな人がいます。僕は、こういった人が共に理解しあい、支え合うことができるよう、どんな世の中をつくっていくのか、また『非行』や『犯罪』を減らすために、自分ができることは何なのかを考えられる大人になりたいです。人生は一度きり、多くの人が一度の人生をよりよく過ごしていける社会になってほしいと思います
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第６５回“社会を明るくする運動”作文コンテスト





全日本中学校長会会長賞（優秀賞）











